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都市再生整備計画　事後評価シート

青谷地区

令和3年3月

鳥取県　鳥取市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 125.0ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

なし

2,066

実施内容

都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

人 2,357 Ｈ25 2,271 -

モニタリング

 １）事業の実施状況

市道：道路事業で整備するため関連事業へ移行
サイン：維持管理を地元で行うことについて了解が得られなかったため
修景整備：街なみ形成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定が困難となったため中止
照明灯：地元負担の了解が得られず中止

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から削除した

事業

青谷中央広場（仮称）、JR青谷駅前広場、排水ポンプ増設、青谷賑わいの場、福井田川親水護岸、JR青谷駅前バス待合所

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

住民合意が得られず事業中止 地域資源の活用に関連するため、数値目標を下方修正

影響なし
影響なし
地域資源の活用に関連するため、数値目標を下方修正
影響なし

憩いの場に対する満足度２ % 3 Ｈ25
その他の
数値指標1

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

憩いの場に対する満足度 % 3 Ｈ25 18

地域資源の活用に対する
満足度

% 6 Ｈ25 8 Ｈ30

Ｈ30

Ｈ30地区内の居住人口指標３

指標1

指標２

-

 ５）実施過程の評価

・青谷中央広場（ようこそ広場）では、地域住民の憩いの場として利用のほか、青谷地域にぎわい創出実行委員会主催による月1回の市場や果物生産者とミュージシャンによるライブ活動が行われている。また、地域住民による芝、植栽、草取りなどのボランティア
活動やドクターヘリの離着場として利用されている。
・青谷賑わいの場では、買い物や上寺地遺跡展示館への来客での賑わいが増え、駅前広場では、イルミネーションの点灯や各種イベントが行われるなど、活発に利用されている。

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

－

指　標
従前値 目標値

-

× 令和3年4月

今後の対応方針等

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

46
アンケートの設問内容に特定の憩いの場の整備をイ
メージ写真で伝えることで、高い満足度を得ている。

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

交付期間
の変更

JR青谷駅前バス待合所整備事業

新たに追加し
た事業

なし

事業名

市道露谷本線、市道高等学校線
サイン整備
中町通り修景整備
照明灯整備

街なみ形成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定事業、まちづくりワークショップ事業、和紙灯ろう設置事業

数　　値

平成26年度～平成30年度

なし

指　標
フォローアップ

予定時期
目標

達成度

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

鳥取県 市町村名 鳥取市 地区名

101.2百万円

青谷地区

交付対象事業費

アンケートの設問内容から、特定の憩いの場の整備
がイメージできておらず、目標値を達成していないも
のの、「不足」「やや不足」と答えた割合が減り、「普
通」が増えていることから、一定の効果が得られたと
考えている。

福井田川親水護岸や青谷中央広場等が整備された
こと、青谷上寺地遺跡保存管理・整備活用事業が進
行中であることから、満足度の向上につながった。

国費率平成26年度～平成30年度 令和2年度事後評価実施時期

△

1年以内の
達成見込み

3

効果発現要因
（総合所見）

令和2年11月

10 ○-

居住環境改善に関する都市基盤整備は進められて
きたが、全国的な人口減少や少子化の影響から、人
口減少率を抑えることは出来なかった。
なお、青谷地区の減少率は、青谷町全体に比べて
わずかに緩やかな傾向にある。

なし
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様式２－２　地区の概要

単位：% 3 Ｈ25 18 Ｈ30 3 R2

単位：% 6 Ｈ25 8 Ｈ30 10 R2

単位：人 2,357 Ｈ25 2,271 Ｈ30 2,066 R1

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

道路等の権利者との合意形成：権利者等との協議・合意形成に向けた交渉を継続していく。

持続的なまちづくり体制の構築：住民の主体性向上の気運が高まる中、地区の課題解決に向けた地元主体のまちづくり体制の支援を行う。

施設等の適正な維持管理：整備された施設等を当初の目的に沿って、快適に利用できる環境を維持することが必要である。

総合流域防災事業の早期完成：堤防の嵩上げに等により、河道の流下能力を向上させるなど、災害に強い地域を作る。

地域資源を有効活用した魅力あるまちづくり：「青谷上寺地遺跡保存管理計画・整備活用基本計画」に基づいた整備に合わせて、地区住民が誇れるまちの実現を図るため、より多くの住民が主体的に参画し、地域を盛り上げていくこ
とができるよう協働・連携していく。

まちの課題の変化

憩いの場に対する満足度

通学路の歩行者の安全確保→関係者による通学路点検で危険箇所の確認が行なわれた。

交流促進空間の創出→中央広場、賑わいの場、駅前広場、バス待合所、親水護岸等の整備により、各種イベント等が開催されるなど、住民相互の交流を促すことができる空間を創出することができた。

大目標：誰もが住みつづけたいまち・住んでみたいまち
　　目標１：誰もが憩うことができる空間を創出することで、地域コミュニティを活性化する。
　　目標２：地域資源の有効活用により、魅力あるまちづくりを推進する。
　　目標３：防災機能の強化や人に優しい道路空間の確保により、安全で安心して暮らせる居住空間の形成を図る。

地域資源の活用に対する満足度

地区内の居住人口

中心地での歴史的・自然的資源の活用→青谷中央広場や福井田川親水護岸整備等により、自然的資源を活用したまちづくりが進められている。

大雨時の浸水被害対策→排水ポンプの増設により、浸水被害を以前より抑えることが可能となった。

青谷地区（鳥取県鳥取市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値
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